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～従業員向けの情報も満載です。　事業所内にて御回覧下さい～

2024. 10 第556号

湖南地区の田んぼ（郡山市湖南町）  【コピー・転載禁止】

ID・パスワードは 会員ID：1101　パスワード：1005

インターネットセミナー
郡山法人会のホームページから無料でセミナーがご覧いただけます
http://www.koriyama-hojinkai.or.jp

会員は専用IDとパス
ワードを入れてログ
インする事により多
くのコンテンツが視
聴可能となります。

ログインIDとパスワードを入力してログインしてください

で検索いただけます

ログインID パスワード ログイン

無料 郡山法人会

●●●● ●●●●

600タイトル以上のセミナーが
無料で受講できます
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　能登半島地震で始まった令和６年。地震で亡くな
られた方々に謹んでお悔やみを申し上げますと
ともに、被災されたみなさまには心よりお見舞い
申し上げます。
　そんな、残り少なくなった令和６年を一言で表す
と、誰もが「暑かった！」と言う。異常気象が通常に
なるほどの天候不順の連続。困ったもんだ…。
　良いこともあった。パリ五輪での日本の金メダル
ラッシュ。勤労者の給料がアップした（？）。それに
長かった「コロナ呪縛」からの解放。
　その証拠の一端が、暮れの「忘年会の有無」だ。
ある調査によると、「忘年会を実施する」と答えた
企業が４年ぶりに５割を超えた。それに、これまで
「忘年会に出たくない」と答えていた若年層に変化
が見られ、６割以上が「参加したい」と答えている。

　これは、学生の間、人との接触が抑えられていた
ため、ある意味「人恋し」になったとみられている。
にぎやかな師走はいいこと。コロナも変なところ
で景気に貢献したようだ。
　年々、月日の経つのが早くなる。いまでは１年が
１２か月ではなく９か月くらいに感じる。来年は
「長い」１年になることを祈って、新しいカレンダー
を壁にかけることにしよう。

忘年会への参加はコロナのおかげ？
フリーランスライター 藤木 順平フリーランスライター 藤木 順平

　郡山税務署では給与の支払者の方向けに、年末調整における定額減税事務に係る説明会を「郡山税
務署別棟会議室」において下表の日程で開催いたします。
　説明会への出席は事前申し込み制となっており、定員になり次第締め切りとなります。

※郡山税務署の駐車場は駐車台数に限りがありますので、来署される際は可能な限り公共交通機関を利用
してください。

開催日

申込先 ☎024-932-2057　郡山税務署法人課税第二部門　

時間

午前10:00～午前11:30

午後1:30～午後3:00

午前10:00～午前11:30

午後1:30～午後3:00

40人

40人

40人

令和6年11月14日（木）
17時まで

令和6年11月19日（火）
17時まで

令和６年11月21日（木）

令和６年11月26日（火）
40人

定員 申込期日

郡山税務署からのお知らせ郡山税務署からのお知らせ
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税のミニ通信 新NISAとiDeCo
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東北税理士会郡山支部
税理士 神田 広美

本稿を書いている8月、日経平均株価は歴史的な大暴落と急反発を記録し、当日はSNS
等で阿鼻叫喚が飛び交いましたが、インフレの時代、投資に関する知識は必要不可欠です。
個人投資家のための税制優遇制度であるNISA（少額投資非課税制度）が拡充・恒久化され、
2024年1月からスタートした「新しいNISA（以下、新NISA）」。金融庁が2025年度税制改
正で掛け金の上限引き上げを要望するとの報道（8月20日）もあり、今後更なる拡充が見込
まれる「iDeCo」。注目が高まっている両制度について、簡単にポイントを確認したいと思い
ます。

１． 新NISA（少額投資非課税制度）
従来のNISAでは「一般NISA」「つみたてNISA」「ジュニアNISA」の三種類があり、制度によって非課税期間や

毎年の非課税枠（新規投資額）が異なっていました。新NISAでは、制度が恒久化され、非課税保有期間も無期限と
なりました。年間の投資枠は、「つみたて投資枠」が年間120万円、「成長投資枠」が年間240万円と従来よりも大
幅に拡大し、各投資枠の併用が可能になりました。生涯の非課税保有限度額が新たに設けられ、1,800万円（うち
成長投資枠1,200万円）が上限となり、投資枠の再利用も可能となりました。
NISA制度では、口座内で購入した金融商品から得られる売却益、配当金、普通分配金にかかる税金が非課税

になります。なお、NISA口座内で損失が生じた場合、他の口座との損益通算や繰越控除はできません。

２． iDeCo（個人型確定拠出年金）
iDeCoは、公的年金に上乗せして給付を受ける私的年金のひとつです。加入申し込み、掛け金の拠出、運用の

すべてを加入者自身が行い、拠出した掛け金とその運用収益によって将来受け取る給付額が決まる仕組みとなっ
ています。
税制面では、①運用益が非課税、②掛け金の全額が小規模企業共済等掛金控除として所得控除の対象となり、

所得税・住民税が減る、③受け取り時、一時金で受け取る場合は退職所得として退職所得控除、年金で受け取る場
合は雑所得として公的年金等控除が受けられる、という三つの優遇措置があります。
2024年12月からは第2号被保険者（会社員・公務員等）の掛金拠出限度額が見直されます。

３．制度の比較

 

両制度は上記の表以外にも違いや注意点がありますので、詳細を確認のうえ、ライフプランなどを勘案して優
先順位付けや併用をしながら、うまく制度活用していただければと思います。

2024年8月現在

目的

iDeCo新NISA

住宅購入資金、教育資金など自由

18歳以上

制限なし

不要

1,800万円

つみたて投資枠 成長投資枠

120万円 240万円

1,200万円（内数）

老後資金
・国民年金の第1～3号被保険者
・国民年金の任意加入被保険者

投資信託、保険商品、預貯金等
（運営管理機関が選定・提示する運用商品）

長期の積立・分散投資に適
した一定の投資信託
（金融庁の基準を満たした
投資信託に限定）

・運用益が非課税

上場株式・投資信託等（①
整理・監理銘柄②信託期
間20年未満、毎月分配型の
投資信託およびデリバティ
ブ取引を用いた一定の投
資信託等を除外）

・運用益が非課税
・掛金が全額所得控除
・受取時に退職所得控除または公的年金等控除を受けられる

14.4万円～81.6万円（加入区分により異なる）

制限なし

60歳まで原則不可

必要

対象者

運用商品

年間投資枠

資金の引き出し

税制優遇

確定申告・年末調整

非課税保有限度額
（総枠）
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　８月２０日、「７，８，９，１０月決算申告説明会」を南東北総合卸センターで
開催した。講義では、インボイス制度の概要や実務対応のポイントの
ほか、法人税・消費税等税制改正の概要及び決算の留意点について、
わかりやすく解説した。また、法人会より配布した、企業の税務コンプライ
アンスや経理の向上及び、税務調査で指摘を受ける事項の減少や調査の
対象から除かれることを期待するために作成した「自主点検チェック
シート」（国税庁後援）の使い方について説明し、利用を呼びかけた。
　なお、「自主点検チェックシート」は郡山法人会事務局や郡山税務署でも配布しております。また、郡山法
人会のホームページからダウンロード出来ますので、ご活用下さい。

決算申告説明会 開催決算申告説明会 開催

決算申告説明会

　８月２１日、研修委員会を郡山法人会館で開催した。議事では、視察研修
会の企画及び年明けの新春講演会講師選定について検討した。
　８月２２日には広報委員会を開催し、法人こおりやま紙面の構成や広報
紙、ホームページの更なる充実を図るため、意見を交わした。

各委員会 開催各委員会 開催

研修委員会

　９月４日、Ｇ－ｗｏｒｄ（グッドワード）代表の杉山貴思氏を招き、「ＣｈａｔＧＰＴ
でビジネスが変わる！？」セミナーを郡山法人会館で開催した。
　講義では、ＣｈａｔＧＰＴのはじめ方から、ＣｈａｔＧＰＴでできることや活用方法
などを紹介した。また、使用する上で最も重
要となるのが質問力であり、クオリティの高
い質問を投げかけるスキルが求められる
と解説した。
　そのほか、応用機能や導入事例を紹介
し、短時間でとても内容の濃いセミナーで
あった。

ＣｈａｔＧＰＴでビジネスが変わる！？ セミナーＣｈａｔＧＰＴでビジネスが変わる！？ セミナー

ChatGPTセミナー　講師の杉山貴思氏
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発行所　郡山市虎丸町14番2号　公益社団法人郡山法人会　（024-933-7777）　　編集　広報委員会

視察研修会視察研修会
　９月１２～１３日、青年部会 視察研修会を開催しました。参加者８名は
郡山を出発し「刃物の町」岐阜県関市へと降り立った。この度は、県外
法人会 青年部会との交流及び企業視察を目的とし、中濃法人会 青年
部会長 加藤正文実様はじめ、長谷川尚彦様、大須賀敏様、小島祐治様
のご厚意により実現しました。
　初めの視察地は「長谷川刃物株式会社」。長谷川社長より、刃物の歴
史や自社で手掛ける製品の説明を受け、工場へ移動。こちらでは主に
ハサミの製造を手掛けており、事務用ハサミから全長35mmの小さな
ハサミまで様々な種類を製造している。刃となるブレードの製造から刃引き・研磨・仕組（しぐみ）など手作業
で作り上げ、ミリ単位の微調整により切れ味の差は歴然となり、まさに匠の技であった。
　実は長谷川社長にはもう１つの顔があ
り、なんと戸山流居合道六段の腕前。今回
特別に居合体験をさせていただけた。初
めに長谷川社長による演武と居合実演を
披露いただいた。緊張感漂う中、刀を抜い
た瞬間、竹が真っ二つに切り捨てられ、そ
の迫力と切れ味に圧倒された。続いて順
番に居合体験。真剣を手にしたときの感
覚は何とも言えず、切れ味を目の当たり
にした恐怖と非日常を体験できる高揚感
が入り混じった。スパッ、バキッと結果はそれぞれであったが非常に貴重な体験をさせていただいた。

　２ヵ所目は二十五代 藤原兼房 日本刀鍛錬場。徳川家康御用達の刀
鍛冶として活躍した刀匠「藤原兼房」の名は現在二十六代まで引き継
がれ、今回は二十六代 藤原兼房 刀匠の加藤正文実氏による日本刀鍛
錬工程見学と大槌体験をした。じっくり温めた炉で、１,３００度まで熱し
た「玉鋼」をお弟子さんが大槌で勢いよく叩いていく。部屋中に火花が
飛び散り息をのむ緊張感のある光景だった。続いて大槌体験。びっくり
するぐらい重く、狙い通り振り下ろすことは難しく感じた。藤原兼房さ
んから直々に刀の話をして頂け、贅沢な時間を過ごすことができた。そ

の後の懇親会では、中濃法人会 青年部会の皆さまと情報交換や懇親を深めた。
　翌日も晴天に恵まれ、金華山山頂の岐阜城へ向かった。ロープウェイに乗り、石
段を上り岐阜城天守閣へ。眼下に長良川や山々を眺めることができまさに圧巻の
一言。織田信長公もここから街を見渡していた
のかと考えながら歴史的情緒を感じ、充実した
２日間を終えた。
　今後も県外法人会の方々との交流や情報交
換などの機会を増やせれば幸いである。中濃法
人会の皆さま、改めてお礼申し上げます。

青年部会

工場見学

二十五代 藤原兼房日本刀鍛錬場

居合体験居合を披露する長谷川尚彦六段

二十六代 藤原兼房氏日本刀鍛冶鍛錬


